
甑
こ し き
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霜 台 城 址
城 ノ 峰

井 上 山

太 郎 山
妙 徳 山

千
曲

川
、

犀
川

の
合

流
地

点
が

間
近

に
迫

る
、

眺
望

抜
群

で

壮
大

な
大

パ
ノ

ラ
マ

と
、

大
自

然
の

四
季

の
輝

き
…

。

目
を

閉
じ

て
、

澄
み

切
っ

た
透

明
な

空
気

を
大

き
く

深
呼

吸
し

よ
う

。 　
昭

和
5
1
年
（

1
9
7
6
）、

住
民

の
憩

い
の

場

と
し

て
藤

棚
を

創
ろ

う
！

と
の

発
案

が
ま

と
ま

り
、

同
年

秋
に

は
藤

の
苗

木
の

植
樹

祭
が

開

催
さ

れ
た

。

　
翌

年
の

藤
棚

の
建

設
に

は
、

住
民

全
員

の

労
働

奉
仕

で
こ

れ
を

完
成

さ
せ

た
。

以
来

、

毎
年

夏
の

下
草

刈
り

と
秋

の
剪

定
作

業
を

行

っ
て

き
た

お
陰

で
、新

緑
5

月
中

旬
に

は
6
0

余

本
の

藤
が

2
,0

0
0
m

2の
棚

一
杯

に
甘

い
薫

り

と
共

に
華

麗
・

優
美

に
咲

き
誇

り
、

訪
れ

る
多

く
の

花
見

客
を

癒
し

て
く

れ
て

い
る

。

　
日

清
戦

争
終

了
後

の
明

治
32

年
、

天
王

山
に

征
清

記
念

碑
を

建
て

、さ
ら

に
日

露
戦

争
後

の
明

治
39年

に
は

日
露

戦
役

記
念

碑
を

建
立

し
て

、
戦

没
者

を
祀

る
忠

魂
碑

と
し

て
毎

年
慰

霊
祭

を
行

い
、

昭
和

5
年

に
は

恩
賜

記
念

碑
を

建
て

た
。

昭

和
20

年
の

終
戦

に
よ

っ
て

忠
魂

碑
は

取
り

外
さ

れ
、ま

た
小

学
校

の
奉

安
殿

も
廃

止
さ

れ
綿

内
村

で
は

こ
の

奉
安

殿
を

小
内

神
社

境
内

に
移

築
し

て

祖
霊

殿
と

し
、

戦
没

者
と

自
治

功
労

者
を

祀
っ

た
。

昭
和

27
年

に
こ

の
祖

霊
殿

を
天

王
山

に
遷

宮
し

、

綿
内

功
霊

殿
と

改
め

、
記

念
碑

も
再

建
し

た
。

　
太

郎
山

か
ら

続
く

尾
根

上
に

あ
る

春
山

城
は

標
高

6
3
5
m

の
城

ノ
峰

に
あ

る
。

城
は

城
ノ

峰
に

あ
る

大
城

と
や

や
上

っ
た

小
山

に
小

城
が

あ
る

。

大
城

の
頂

上
に

は
主

郭
と

な
る

東
西

15
m

、
南

北
2
6m

の
不

整
五

角
形

の
平

坦
部

が
あ

り
、

東

側
9m

下
に

は
腰

曲
が

二
段

あ
る

。
主

郭
の

南
に

は
10×

1
0
m

の
二

つ
の

曲
輪

が
あ

り
連

郭
式

の

山
城

で
あ

る
。

綿
内

の
地

は
井

上
氏

の
穀

食
地

帯
と

し
て

重
要

な
場

所
で

あ
っ

た
た

め
に

、
支

配
の

要
で

あ
っ

た
春

山
城

は
南

北
朝

期
か

ら
使

用
さ

れ
、川

中
島

の
戦

い
に

も
重

要
な

拠
点

で
あ

っ
た

。

　
天

平
九

年（
737）越

お
ち

智
泰 た
い

ち
ょ

う

澄
神 し

ん
ゆ

う

融
に

よ
っ

て
開

山
さ

れ
、

九
品

の
阿

弥
陀

如
来

坐
像

を
本

尊
と

す
る

真
言

宗

智
山

派
の

古
刹

で
あ

る
。

信
仰

と
学

問
の

寺
と

し
て

、
地

元
で

は「
く

ん
ぶ

っ
つ

ぁ
ん

」の
愛

称
で

親
し

ま
れ

て
い

る
。

　
何

度
か

火
災

に
遭

っ
た

が
仏

像
一

体
は

焼
失

を

逃
れ

、
現

在
は

国
指

定
の

重
要

文
化

財
と

し
て

本
堂

裏
の

収
蔵

庫
に

安
置

さ
れ

て
い

る
。

毎
年

五
月

八
日

に
は

、
大

般
若

会
法

要
が

行
わ

れ
、

屋
台

店
が

軒
を

並
べ

老
若

男
女

大
勢

の
参

拝
者

で
賑

わ
う

。

　
枝

垂
れ

桜
の

大
樹

が
数

本
あ

り
、

春
に

は
淡

い
薄

紅
色

の
花

が
爛

漫
と

咲
き

、
見

る
人

の
心

を
堪

能
さ

せ
て

く
れ

る
。

開
花

期
間

中
、

夜
に

は
ラ

イ
ト

ア
ッ

プ

も
楽

し
め

る
。

ま
た

、
7月

に
は

ア
ジ

サ
イ

が
参

道
に

咲
き

、
多

く
の

花

見
客

が
訪

れ
る

。

　
戦

国
時

代
の

落
武

者
が

蓮
台

寺
境

内
で

昼

寝
を

し
て

い
た

折
、

夢
枕

に
立

っ
た

地
蔵

の
お

告
げ

で
大

金
を

掘
り

当
て

、
そ

の
礼

に
こ

の
地

蔵
菩

薩
を

造
立

し
た

と
い

う
。

ま
た

天
正

1
0

年

（
1
5
8
2
）
武

田
氏

滅
亡

後
、

こ
の

埋
蔵

金
を

知

る
武

将
格

の
落

武
者

が
掘

っ
た

と
も

云
う

。
こ

の
地

蔵
は

常
に

小
麦

粉
が

か
け

ら
れ

白
い

の

で
、

お
し

ろ
い

地
蔵

・
だ

て
こ

き
地

蔵
と

も
呼

ば

れ
、
こ

の
粉

を
皮

膚
病

・
切

り
傷

・
お

で
き

等
に

つ
け

る
と

治
る

と
い

わ
れ

、
治

癒
し

た
礼

詣
り

に

は
小

麦
粉

が
ふ

り
か

け
ら

れ
ま

す
。

　
長

野
市

若
穂

地
区

は
、

善
光

寺
平

の
ほ

ぼ

中
央

部
、

千
曲

川
右

岸
東

部
山

沿
い

に
位

置

し
、

か
っ

て
は

上
高

井
郡

の
南

部
３

カ
村

と
呼

ば
れ

た
綿

内
（

わ
た

う
ち

）・
川

田
（

か
わ

だ
）・

保
科

（
ほ

し
な

）
村

で
あ

っ
た

。
昭

和
3
4
年

そ

れ
ぞ

れ
の

頭
文

字
一

字
を

組
み

合
わ

せ
、

若
い

稲
穂

が
伸

び
る

よ
う

に
と

の
願

い
を

込
め

、
わ

か
ほ

（
若

穂
）

町
と

し
て

発
足

し
、

同
41年

長
野

市
へ

合
併

し
た

。
往

古
よ

り
人

が
住

み
、

遺
跡

や
古

墳
が

数
多

く
点

在
す

る
地

域
で

あ
り

、
寺

社
仏

閣
に

も
古

刹
が

多
い

。

　
昔

か
ら

根 ね
も

り

守
の

地
に

は
赤

色
で

金
色

の
砂

が
ま

ざ
っ

た
「

あ
か

べ
と

」ま
た

は「
き

ん
べ

と
」と

呼
ば

れ
る

良
質

な
粘

土
が

あ
り

、
明

治
初

期
頃

は
そ

れ
を

使
っ

た
焼

き
物

の
瓦 こ

ん
ろ

炉
や

、
土

雛
の

産
地

で
あ

っ
た

。
こ

こ
根

守
に

は
甑

と
呼

ぶ
地

が
あ

り
、

焼
き

物
に

適
し

た
粘

土
の

出
土

地
に

よ
く

付
い

た
地

名
で

、
そ

の
地

に
近

い
険

し
い

尾
根

上
に

あ
る

こ
の

巨
岩

を
そ

の
地

名
か

ら

「
甑

岩
」と

呼
ば

れ
て

い
る

。
こ

の
甑

岩
か

ら
は

、

善
光

寺
平

・
北

信
五

岳
が

一
望

迫
真

！
絶

景

の
大

パ
ノ

ラ
マ

が
体

感
で

き
る

。

　
弾

正
岩

は
霜

台
城

の
見

晴
台

か
、

畳
1
0

枚
位

は
敷

か
れ

る
巨

岩
で

保 ほ
し

な

科
弾 だ

ん
じ

ょ
う

正
忠 ち

ゅ
う正

利
の

名
を

と
っ

て
弾

正
岩

と
言

わ
れ

て
い

る
。

岩
に

立
て

ば
保

科
扇

状
地

全
域

を
始

め
、

保

科
大

笹
道

を
眺

望
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

保

科
大

笹
道

は
江

戸
時

代
か

ら
明

治
時

代
ま

で
中

馬
（

馬
稼

ぎ
の

人
達

の
同

業
者

組
合

）

の
道

と
し

て
庶

民
に

利
用

さ
れ

た
。

現
在

の

県
道

菅
平

線
は

明
治

10
年

に
開

設
さ

れ
た

新
道

で
あ

る
。

　
延

徳
年

間（
1
4
8
9
～

1
4
9
2年

）に
保

科
弾

正
忠

正
利

に
よ

っ
て

築
城

さ
れ

た
と

伝
え

ら
れ

て

い
る

。「
霜

台
」と

は
｢

弾
正

忠
｣

の
こ

と
で

あ
り

、

保
科

氏
か

ら
城

名
が

つ
い

た
と

言
わ

れ
る

。
太

郎
山

の
西

方
支

脈
の

標
高

8
0
0
ｍ

ほ
ど

の
位

置
に

あ
る

。
本

丸
・

二
の

丸
・

三
の

丸
跡

と
思

わ
れ

る
と

こ
ろ

は
方

形
に

近
い

段
郭

に
な

っ
て

お
り

、
掘

り
切

り
・

土
居

跡
も

残
っ

て
い

る
。

石

垣
は

大
部

分
が

崩
れ

て
原

型
を

と
ど

め
て

い
な

い
。

付
近

に
は

城
窪

・
弾

正
岩

・
敵

見
岩

の
小

名
が

残
っ

て
い

る
。

　
延

徳
元

年（
1
4
8
9
年

）に
保

科
正

利
が

当

寺
を

高
下

地
籍

に
創

立
し

た
。

そ
の

後
村

上
氏

に
攻

め
ら

れ
、

伽
藍

は
全

焼
し

た
が

天
文

二
年

（
1

5
3

3
）現

在
地

に
再

建
さ

れ
た

。
こ

こ
は

保

科
氏

の
館

跡
で

、
現

在
の

本
堂

は
天

明
5

年

（
1
7
8
5
年

）に
再

建
さ

れ
た

も
の

で
あ

る
。

本
堂

の
庭

に
保

科
正

利
の

頌
徳

碑
が

あ
る

。
京

都

南
禅

寺
の

開
祖

大
明

国
師

は
保

科
氏

の
出

身

で
若

穂
保

科
が

生
誕

の
地

。
総

門
前

に
国

師

の
碑（

写
真

）が
あ

り
、

毎
年

南
禅

寺
や

地
元

の
顕

彰
会

に
よ

り
法

要
が

営
ま

れ
て

い
る

。

　
天

平
1
4

年（
7
4
2
）行

基
菩

薩
が

千
手

観
音

等
を

刻
ま

れ
安

置
し

た
の

が
始

ま
り

。
延

暦
二

年
(8

0
1
) 坂

上
田

村
麿

が
直

刀
な

ど
を

寄
進

し
、

大
同

元
年（

8
0
6
）
京

都
清

水
寺

の
号

を

賜
り

建
立

。
将

軍
奉

納
の

前
立

鉄
鍬

形
（

重

文
）、

両
界

曼
陀

羅
図（

重
文

）を
所

蔵
す

る
ほ

か
、

千
手

観
世

音
像

等
二

十
余

体
の

霊
像（

内

七
体

は
重

文
）が

安
置

さ
れ

て
い

る
。

古
く

か
ら

牡
丹

の
お

寺
と

し
て

親
し

ま
れ

、
ま

た
紅

葉
の

名
所

と
し

て
も

知
ら

れ
て

お
り

、
毎

年
多

く
の

観

光
客

が
訪

れ
て

い
る

。

　
昭

和
3
4

年
8月

に
開

湯
し

、秘
湯

と
し

て
親

し

ま
れ

て
い

る
。

湧
出

量
毎

分
1
0
0
0

、
泉

質
は

塩
化

物
・

硫
酸

塩
温

泉
の

湯
量

豊
富

な
掛

け

流
し

温
泉

で
、

良
く

温
ま

る
温

泉
で

あ
る

。
ま

た

敷
地

内
に

あ
る

1
7
0
本

の
桜

は
見

事
で

、
毎

年

花
見

客
で

賑
わ

っ
て

い
る

。

マ
レ

ッ
ト

ゴ
ル

フ
場

併
設

問
い

合
わ

せ
先

 ☎
0
2
6
-2

8
2
-5

0
3
0

山
頂

か
ら

の
眺

望

甑
岩
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